
f
w£
局
、
。
ル

第
四
十
四
巻

第
三
鏡

昭
和
六
十
年
十
二
月
設
行

清
代
後
期
侠
西
省
の
差
径
に
つ
い
て

片

岡

忠

は

じ

め

に

一
差
衝
の
存
在
形
態

ニ

差

箔
局
の
設
置

三
滅
差
と
定
章
化

四
差
衝
の
銀
納
化

お

わ

り

に

- 1 ー

t土

じ

め

中
園
歴
代
王
朝
は
、
そ
の
中
央
集
権
支
配
瞳
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
中
央
と
地
方
各
地
と
の
連
絡
を
緊
密
に
す
る
方
法
と
し
て
騨
俸

制
を
敷
い
た
。
清
朝
も
前
代
の
制
度
・
機
構
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
、
全
圏
各
地
に
騨
・
拍
・
塘
・
鋪
等
と
帯
さ
れ
る
中
縫
基
地
を
設
置
し
、
事
・

馬
・
船
・
騨
夫
・
車
夫
・
馬
夫
・
船
夫
等
を
配
し
て
、
官
文
書
の
迭
達
、
官
物
の
運
搬
、
官
命
に
よ
っ
て
涯
遣
さ
れ
た
官
員
(
差
使
)
・
軍
隊
へ

(

1

)

 

の
車
馬
の
提
供
、
お
よ
び
人
犯
の
護
迭
等
に
充
て
ら
れ
た
。

405 
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(

2

)

 

こ
の
騨
姑
業
務
に
か
か
わ
る
費
用
は
、
あ
ら
か
じ
め
嘗
一
該
州
鯨
の
財
源
(
存
留
分
〉
中
、

編
徴
騨
姑
原
額
(
騨
結
銀
〉
の
名
目
で
定
め
ら
れ
た

額
か
ら
支
出
さ
れ
た
が

臨
時
的
な
遠
征
や
反
凱
銀
座
の
た
め
の
軍
隊
、

お
よ
び
差
使
の
頻
繁
に
劃
し
て
は
、

固
定
的
性
格
の
つ
よ
い
存
留

分
、
そ
し
て
騨
結
銀
の
枠
内
か
ら
で
は
そ
の
要
求
に
雁
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

公
金
流
用
ハ
↓
雌
空
〉
、
あ
る
い
は
民
摘
で
賄
わ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
民
衆
に
諜
せ
ら
れ
た
。

不
足
分
は
州
蘇
官
の
掴
金
(
官
掲
〉
か

さ
も
な
く
ば

民
衆
の
騨
姑
業
務
(
費
用
)
負
措
、

そ
れ
が
差

径
で
あ
る
。
差
格
と
は
、
か
つ
て
(
宋
代
)
の
「
差
役
」
と
同
じ
く
、
「
差
科
径
役
」
の
略
栴
で
、
行
政
権
力
に
よ
っ
て
民
衆
に
科
涯
さ
れ
た
径

(
3〉

役
の
こ
と
で
、
単
に
い
う
循
役
と
同
義
で
あ
る
。

差
径
の
護
生
は
、

単
に
差
使

・
軍
隊
の
到
来
の
頻
繁
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、

清
初
に
定
め
ら
れ
た
騨
夫

・
騨
車

・
騨
馬
の
額
数
、

騨
枯
銀

ヵ:

政
治
社
曾
情
勢
の
蟹
化
に
と
も
な
っ
て
騨
遁
の
街
僻
に
大
き
な
襲
動
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

固
定
的
で
あ

っ
た
こ
と

に
も
よ
る

し
、
さ
ら
に
現
地
州
豚
の
官
吏
の
劃
雁
に
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
差
使
の
到
来
は
一
定
せ
ず
、
ー
ー
ヒ
マ
な
騨
夫
に
口
食
を
支
給
せ
ざ
る

を
え
ず
、

そ
の
こ
と
は
国
家
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
経
済
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
1

1
、
そ
れ
を
口
買
に
し
て
現
地
で
は
騨
夫
の
依
員
が
生
じ
て

- 2 ー

も
補
充
せ
ず
、

そ
の
日
食
分
を
膏
役
層
が
着
服
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
騨
砧
業
務
が
繁
重
に
な
っ
て
騨
夫
(
騨
車
、
騨
馬
も
同

(

4

)

 

様
〉
の
補
充
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
既
得
の
利
盆
を
手
離
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
勢
い
民
衆
へ
の
差
径
科
涯
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
差
径
の
存
在
形
態
を
快
西
省
を
例
に
、
民
衆
、

州
鯨
官
、
膏
役

・
里
役
層
、
省
嘗
局
そ
し
て
清
朝
中
央
の
封
騒
を
通
し
て
考

察
し
、
以
て
清
代
地
方
財
政
上
の
位
置
づ
け
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
映
西
省
を
取
り
奉
げ
た
の
は
、
そ
の
清
河
流
域
の
諸
州
照
は
、

北
京
と
西
北
・
西
南
の
諸
省
を
結
ぶ
幹
道
に
位
置
し
、
騨
姑
業
務
は
頻
繁
で
あ
り
、
差
伸
簡
を
め
ぐ
っ
て
幾
多
の
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

(

5

)

 

る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

差
径
の
存
在
形
態

快
西
省
に
お
け
る
差
衝
は
、
軍
隊
の
移
動
通
過
に
と
も
な
う
車

・
馬
・
食
糧
お
よ
び
夫
役
の
提
供
が
主
な
内
容
で
あ

っ
た
。
軍
事
関
係
の
差



(

6

)

 

径
を
特
に
兵
差
と
い
う
。
康
照
末
以
来
の
青
海
へ
の
軍
事
行
動
に
関
連
し
て
、
薙
正
一
一
帝
は
衣
の
よ
う
に
識
し
て
い
る
。

快
省
、

(
7〉

日〉。

軍
輿
よ
り
以
来
、

大
兵
駐
割
す
。

糧
鮪
を
運
送
し
、

草
豆
を
供
支
す
る
は
一
に
民
力
に
需
め
ざ
る
は
な
し
(
抱
擁
正
元
年
三
月
一
一
一
一

青
海
へ
の
軍
隊
の
涯
遣
は
薙
正
七
|
一

0
年
聞
に
も
お
こ
な
っ
た
が
、

そ
の
際
に
も
務
正
一
一帝
は
、

快
甘
二
省
の
年
来
の
軍
需
を
掛
理
す
る
に
、
皆
、
正
項
銭
糧
を
動
用
し
、
民
聞
に
称
奪
の
費
無
し
と
難
も
、
然
る
に
糧
運
を
稔
執
し
、
差

〈

8
〉

揺
に
伺
候
す
る
は
労
苦
な
き
に
あ
ら
ず
。

と
議
し
て
い
る
。

差
揺
の
科
涯
皐
位
は
里
を
基
準
と
し
、

の
別
が
あ
っ
た
。

前
者
は
里
構
成
の
全
甲
全
戸
(
糧
戸
)
が
一
律

「
十
甲
満
擬
」
と
「
一
支
九
空
」

に
科
涯
の
劃
象
と
な
り
、
一
甲
一
戸
の
負
捲
は
比
較
的
軽
か
っ
た
が
、
常
に
差
格
を
支
臨
服
す
る
〈
支
差
〉
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

中
の
一
甲
が
一
年
ご
と
の
輪
番
制
で
嘗
一
該
里
擬
涯
の
差
倦
を
負
捨
し
、
他
の
九
甲
は
そ
の
年
の
擬
涯
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
一

O
年
に
一
度
の
義
務

で
は
あ
っ
た
が
、
嘗
番
年
の
差
篠
は
全
て
負
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苛
酷
な
面
も
あ
っ
た
。
ま
た
差
篠
擬
涯
は
糧
戸
に
劃
し
て
お
こ

(

9

)

 

な
わ
れ
た
が
、
暴
人
・
貫
生
・
生
員
戸
は
優
売
さ
れ
た
。

後
者
は
各
里

-3-

地
丁
銀
制
下
に
な
っ
て
も
、
差
衝
の
科
涯
形
態
に
出
現
化
は
な
く
、
民
衆
の
負
措
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
乾
隆
一
帝
に
よ
る
度
重
な

(

叩

)

る
遠
征
と
、
そ
れ
に
封
麿
し
た
錆
賑
の
上
議
、
あ
る
い
は
乾
隆
二
六
年
の
股
試
第
一
席
の
名
春
が
乾
隆
一
帝
一
の
指
示
で
、
は
じ
め
第
三
席
で
あ
っ

た
快
西
省
韓
域
豚
出
身
の
玉
木
山
に
輔
が
り
こ
ん
だ
と
い
う
事
責
等
は
、
快
西
省
民
衆
が
い
か
に
差
径
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
か
を
知
ら
せ
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

差
使
の
庭
待
に
際
し
て
お
こ
る
差
径
を
軍
隊
に
関
わ
る
差
催
日
兵
差
に
劃
し
て
、

「
流
差
」
と
稽
し
た
。
大
高
豚
で
は
、
三
口
間
以
下
の
官
の

407 

通
過
、
府
懸
官
の
往
来
、
委
員
の
往
来
、
街
署
文
書
の
迭
達
、
銭
糧
(
の
ち
に
盤
皿
金
)
の
迭
付
、
各
街
門
膏
役
の
公
務
の
移
動
、
人
犯
の
護
迭
、

(

日

〉

そ
の
他
雑
多
な
公
用
と
い
っ
た
も
の
に
劃
す
る
差
衝
が
流
差
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
既
述
し
た
と
お
り
、
差
使
の
雁
待
鰹

地
方
産
物
の
謹
呈
、



408 

費
は
騨
姑
銀
の
枠
内
で
賄
わ
れ
、
時
に
差
筏
科
涯
の
事
態
が
お
こ
っ
て
も
大
き
く
問
題
化
す
る
こ
と
は
す
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
乾
隆
末
期

(

ロ

)

以
降
、
隣
空
が
顛
在
化
し
、
園
家
財
政
の
寅
牧
入
減
少
が
生
じ
て
政
治
問
題
化
し
た
時
、
流
差
の
過
重
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

嘉
慶
八
年
(
一

八

O
三)、

前
出
の
玉
木
山
〈
左
都
御
史
、
兵
部
向
書
を
歴
任
、
軍
機
大
臣
を
粂
ね
、
貫
録
館
総
裁
、
食
典
館
総
裁
の
名
穆
職
に
も
充
て
ら
れ
、
致
任
に
際
し
て
は

太
子
太
侍
衡
を
加
え
ら
れ
た
)
は
、
臨
空
の
原
因
を
差
使
の
州
豚
に
劃
す
る
勤
索
と
州
豚
側
の
供
臆
に
求
め
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

州
豚
の
騨
を
管
す
る
は
以
て
里
下
に
調
渡
す
ベ
し
。
是
に
於
い
て
使
臣
の
乗
騎
の
数
、
日
に

一
日
を
増
す
。
増
し
て
数
十
培
に
至
る
者
有

り
。
任
意
に
多
人
を
随
糟
す
る
も
、
査
詞
す
べ
く
も
な
し
。
是
に
由
り
て
管
批
の
長
随
、
開
差
の
書
役
、
聞
に
乗
じ
て
需
索
す
。
差
使
の

未
だ
到
ら
ざ
る
に
火
票
飛
馳
し
、
車
数
輔
及
び
十
除
摘
を
需
す
る
者
、
調
す
る
こ
と
数
十
輔
、
百
徐
輔
の
等
し
か
ら
ざ
る
に
至
れ
り
。
車

馬
も
亦
然
り
。
小
民
は
其
の
農
務
を
舎
で
、
自
ら
口
糧

・
草
料
を
備
え
て
、
期
に
先
ん
じ
て
守
候
す
。
苦
し
き
こ
と
言
う
に
堪
え
ざ
る
な

(
臼
)

h
ソ。映

西
・
甘
粛
の
所
腐
、
地
法
微
に
慮
す
。
従
前
開
墾
の
始
め
、
小
民
差
衝
を
畏
倶
し
て
紳
衿
に

(

H

)

 

に
居
れ
り
。

〔
名
を
〕
借
り
て
報
墾
し
、
自
ら
は
佃
戸

- 4 ー

差
後
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
民
衆
は
様
々
な
手
段
を
講
じ
た
。

は
や
く
は
、
乾
隆
七
年
の
戸
部
の
奏
文
で
、

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

入
値
の
嘗
初
か
ら
自
ら
佃
戸
と
な
っ
て
、
差
衝
を
の
が
れ
ん
と
し
た
。
ま
た
、
光
緒
『
藍
田
賑
志
』
巻
七
回
賦

の
項
に
は
、
嘉
慶
初
期
の
朕
況
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

差
径
は
向
に
甲
に
按
じ
て
、
並
び
に
糧
に
按
ぜ
ざ
る
に
係
る
。
業
戸
曝
轄
と
典
賀
、
遁
移
、
先
換
し
て
、

一
里
の
糧
散
漫
と
な
る
。
四
郷

の
好
狩
の
花
戸
、
管
糧
を
畏
避
し
、
詑
寄
匿
隠
し
て
私
か
に
他
甲
に
移
り
、
以
て
此
少
な
く
て
彼
多
く
差
絡
偏
枯
な
る
に
致
す
。
而
し
て

且
つ
糧
差
の
戸
首
、
銭
糧
を
鰹
催
す
る
も
限
に
依
り
て
完
納
す
能
わ
ず
。

し
か
し
、
官
側
に
と
っ
て
は
差
径
科
涯
が
困
難
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
催
糧
に
も
支
障
を
き
た

し
た
朕
況
を
黙
認
す
る
詳
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
藍
田
勝
で
は
里
書
、
戸
首
に
命
じ
て
、
村
落
の
遠
近
、
糧
の
多
少
を
調
査
し
て
、
振
糧

よ
り
巧
妙
に
な
っ
た
と
で
も
い
え
よ
う
か
。



毎
里
五
百
三
十
飴
石
、
す
な
わ
ち
毎
甲
五
三
石
像
斗
を
基
準
と
し
た
、
里
甲
の
再
編
成
を
お
こ
な
い
、
糧
に
よ
る
差
径
科
涯
に
改
め
た
の
で
あ

(

日

〉
る。

し
か
し
な
が
ら
、
糧

(
H田
土
。
畝
・
頃
・
石
の
名
稽
あ
り
〉
に
よ
る
科
涯
で
も
依
然
と
し
て
糧
戸
が
貫
際
に
服
役
(
お
よ
び
車
馬
提
供
)
す
る
黙

に
襲
り
は
な
く
、
官
・
民
と
も
差
後
繁
重
に
際
し
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
民
衆
(
糧
戸
)
が
差
衝
を
恐
れ
る
理
由
の
一

つ
は
、
玉
木
山
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
差
務
が
時
を
え
ら
ば
ず
お
こ
る
た
め
、
農
繁
期
で
あ
ろ
う
が
、

衝
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
全
瞳
的
な
差
径
の
繁
重
は
民
衆
の
み
な
ら
ず
、
車
馬
調
達
の
責
を
負
う
州
豚
官
に
と
っ
て
も

い
つ
も
「
其
の
農
務
を
舎
て
」
て
差

苦
痛
で
あ
っ
た
。

い
つ
、

い
か
な
る
要
求
に
も
劃
鷹
で
き
る
瞳
制
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
が
州
豚
官
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
よ
り
確
寅
な
方
法
と
し
て
、
官
側
ー
ー
と
思
わ
れ
る
ー
ー
が
考
え
出
し
た
の
が
必
然
の
成
り
行
き
で
は
あ
る
が
、
差
径
の
貨
幣
で
の
徴

(MC 

牧
化
で
あ

っ
た
。
徴
牧
し
た
貨
幣
で
官
が
夫
役

・
車
・
馬
を
雇
傭
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
明
代
の
騨
停
で
あ
る
。
明
代

騨
遁
(
窮
鈷
〉
関
係
の
径
役
で
あ
っ
た
騨
俸
は
は
じ
め
人
丁
を
基
準
と
し
て

-5-

の
ち
に
主
に
回
糧
の
多
寡
を
基
準
と
し
て
科
涯
さ
れ
た
寅
役
で

(

げ

)

あ
っ
た
。
し
か
し
税
糧
の
銀
納
化
に
と
も
な
っ
て
騨
俸
も
銀
納
召
募
化
し
て
い
っ
た
。
差
径
も
、
糧
戸
が
役
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
い
た
か
否

か
は
別
問
題
と
し
て
、
騨
俸
と
同
様
の
過
程
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

鐘
納
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
付
基
準

(
時
)

単
位
あ
た
り
の
擬
涯
額
が
僅
少
で
、
銀
納
に
し
た
場
合
に
折
銀
の
さ
い
に
問
題
が
生
じ
や
す
い
。
。
使
途
が
現
地
(
州
懸
〉
で
の
車
馬
の
雇
傭
、

な
お
、
貨
幣
徴
牧
(
民
衆
側
か
ら
は
貨
幣
納
)
と
い
っ
て
も
、

銀
納
で
は
な
く
、

雇
役
で
あ
り
、
鎮
で
の
支
排
い
の
方
が
便
利
で
あ
っ
た
。
同
地
丁
銀
は
銀
納
が
建
前
で
あ
っ
た
が
、
質
際
に
は
催
糧
の
膏
役
・
里
役
が
徴
取
に

出
向
い
て
お
り
、
そ
の
際
は
銭
納
が
一
般
的
で
、
並
牧
の
形
を
と
る
差
徳
も
銭
納
が
採
用
さ
れ
た
。
伺
業
務
に
閥
わ
る
膏
役

・
里
役
居
に
と
っ

て
骨
の
肢
況
で
は
、
銭
で
徴
放
す
る
方
が
銀
で
す
る
よ
り
も
附
加
税
〈
さ
ら
に
は
中
飽
)
が
取
り
や
す
い
、
等
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
貨
幣
納
化

し
て
も
二
支
九
空
」
瞳
制
を
と
る
州
眠
酬
は
存
し
、

ま
た
ご
支
車
馬
、
九
擬
差
鏡
」
の
折
衷
型
も
登
場
し
た
。

409 

と
こ
ろ
で
、
差
稽
科
涯
は
土
地
所
有
者
(
糧
戸
〉
に
劃
し
て
だ
け
で
な
く
、

一
商
人
に
も
お
こ
な
わ
れ
た
。

清
河
流
域
の
三
原
牒
・
大
嘉
照
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連
陽
鯨
、

北
部
の
邸
州
・
甘
泉
・
宜
川
・
延
川
等
豚
に
は
「
脚
植
」
あ
る
い
は
「
車
櫨
」
が
設
け
ら
れ
、

(

四

〉

(

却

)

〔
車
螺
〕
常
銭
が
課
せ
ら
れ
た
。
ま
た
西
安
府
附
郭
の
威
寧
牒
で
は
庖
鋪
が
差
銭
を
納
付
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
お
こ
な
わ

れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
糧
戸
の
銭
納
化
の
先
届
け
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

通
過
の
一
商
人
の
車
の
数
に
臆
じ
た

差
循
局
の
設
置

(

紅

)

州
鯨
官
に
と
っ
て
、
差
務
は
自
己
の
職
務
と
し
て
措
嘗
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
繁
雑
に
な
り
す
ぎ
た
。
し
か
も
膏
役

・
里
役
居
の
中
飽
に
逼

切
な
針
策
を
講
ず
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
事
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
難
事
を
解
消
す
べ
く
し
て
登
場
し
た
の
が
差
径
を
慮
理
す
る

機
関
、
差
径
局
で
あ
る
。

乾
隆
五
六
年
(
一
七
九
一
〉
、

清
軍
の
グ
ル
カ
遠
征
に
あ
た
り
、

差
務
の
繁
重
を
議
想
し
た
滑
南
麻
で
は

官
員
・
紳
士
が
協
議
し
て
「
邑

紳
」
の
運
営
す
る

「南
差
局
」

を
設
け
、

(
骨
田
番
甲
)
か
ら
毎
石
銀
五
雨
を
徴
牧
し

軍
隊
に
供
す
る
各

- 6ー

輪
番
(
「
一
支
九
空
L

制
)
の

「現
年
」

ハ沼〉

種
の
夫
役

・
車
馬
の
雇
傭
の
費
用
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
(
銀
納
で
あ
る
の
は
阜
位
あ
た
り
の
徴
枚
額
が
大
き
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
銀
納
は
他
に
蒲
城
鯨

(

お

)

で
お
こ
な
わ
れ
た
)
。

嘉
慶
一
三
年
ハ
一
八
O
八
)
に
は
、
岐
山
鯨
に
「
公
局
」
〈
「
差
局
」
と
も
記
さ
れ
る
〉
が
設
置
さ
れ
、

「邑
紳
」
(
二
名
)
に
主
掛
さ
せ
、
里
ご
と

に
糧
戸
か
ら
そ
の
地
丁
銀
に
雁
じ
た
差
錨
(
公
費
銭
と
も
-
記
さ
れ
る
。
毎
石
一
串
二
百
文
を
四
季
に
分
け
て
)
を
徴
牧
し
て
差
務
〈
流
差
)

(
M
)
 

充
て
た
。

の
費
用
に

ま
た
、
朝
邑
鯨
で
は

「運
局
」
を
設
け
、
専
ら
丘
ハ
差
に
供
し
た
。
流
差
と
は
も
と
も
と
闘
係
な
く
、
軍
務
が
終
れ
ば
運
局
を
撤
慶
す
る
方
針

で
あ
っ
た
。
し
か
し
道
光
一
五
年
(
一
八
三
五
)

(

お

)

存
績
し
た
。

一
切
の
流
差
を
も
運
局
の
業
務
に
組
み
い
れ
て
以
降
、
運
局
は
撤
臆
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

乾
隆
末
1
道
光
年
聞
の
差
後
局
の
設
置
は
以
上
の
三
例
し
か
確
認
し
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
、
差
径
局
の
設
置
は
例
外
的
措
置
で
あ
っ
た
の
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か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
威
畳
期
に
入
っ
て
、
太
卒
天
園
を
は
じ
め
と
す
る
諸
反
凱
が
各
地
で
勃
設
す
る
と
、
清
朝
中
央
の
反
説
鎮
座
の

た
め
の
命
令
俸
達
、
官
員
・
軍
隊
の
涯
遣
が
活
設
に
な
っ
た
。
し
か
も
以
前
と
異
な
り
、
陳
西
省
自
瞳
も
戦
場
と
な
り
、
戦
争
地
域
が
康
範
、

か
つ
長
期
化
の
様
相
を
呈
す
る
と
、
多
く
の
州
豚
で
既
存
の
瞳
制
で
は
も
は
や
差
務
に
鹿
じ
き
れ
な
く
な
り
、
威
豊
六
年
(
一
八
五
六
〉
の
威
陽

(お〉
豚
を
皮
切
り
に
、
滑
河
流
域
の
諸
州
鯨
で
相
つ
い
で
差
径
局
が
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
(
地
闘
参
照
)
。

差
後
局
の
名
稿
は
前
出
の
判
明
市
差
局
、
差
局
、
公
局
、
運
局
の
外
、
差
徳
局
、
差
径
公
所
、
兵
差
義
局
、
兵
差
局
、
掛
差
公
局
、
里
民
局
、
里

ハ
幻
)

局
、
里
衛
局
等
、
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
組
織
、
機
能
は
規
模
の
大
小
、
粗
密
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
一
で
あ
っ
た
。

差
径
局
の
組
織
は
、
ま
ず
局
務
を
総
理
す
る
職
と
し
て
局
紳
を

一
人
な
い
し
敷
人
置
く
。
散
紳
、
局
組
、
管
局
紳
士
、
里
局
掛
差
戸
首
、
総

紳
、
局
首
、
局
董
、
管
局
首
士
、
管
局
首
事
等
の
名
稽
が
あ
る
が
、
局
紳
と
稽
す
る
州
豚
が
最
も
多
い
。
局
紳
に
は
「
邑
紳
」
の
中
か
ら
「
公

卒
な
る
士
紳
」
(
威
寧
豚
)
、

「
正
紳
」
(
岐
山
鯨
)
、

「
公
正
股
質
な
る
紳
士
」
(
臨
糧
問
脚
)
が
公
奉
さ
れ
た
。

局
紳
の
下
に
は
経
理
係
(
管
帳
、
経
理
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脹
目
、
移
計
の
稽
あ
り
)
、
書
記
係
(
局
書
、
篤
字
)
が
お
り
、
さ
ら
に
局
夫
(
火
夫
、
水
夫
、
楽
夫
、
厨
夫
、
馬
夫
、
車
夫
、
船
夫
、
打
雑
、
雑
務
、
局
勇
〉

が
数
人
配
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
坐
局
糧
正
、
坐
局
里
長
と
い
う
名
稽
が
み
え
る
。
と
く
に
後
者
は
里
長
の
う
ち
幾
人
か
が
差
衛
局
に
詰
め
て

局
務
を
分
捨
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

(
勾
)

「
邑
紳
」
主
櫛
が
差
衝
局
の
特
徴
で
あ
る
。
従
来
か
ら
地
方
政
治
上
き
わ
め
て
重
要
な
橋
梁
、
道
路
、
廟
宇
、
由
学
校
等
の
い
わ
ゆ
る
公
共
事

務
の
管
理
は

「
ロ
巴
紳
」
が
措
嘗
し
て
お
り
、

い
ま
や
清
河
流
域
の
諸
州
牒
の
地
方
祉
舎
に
と
っ
て
、
差
務
は
公
共
事
業
的
色
彩
を
帯
び
て
き
て

お
り

官
側
も
晋
役
の
弊
害
を
除
く
た
め
に
も
「
ロ
巴
紳
」

の
参
加
を
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
「
巴
紳
」
側
も
地
方
政
治
に
お
け
る
護
言

力
、
影
響
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
従
来
の
里
役
を
(
あ
る
い
は
脅
役
を
も
)
通
じ
て
の
間
接
的
な
形
で
は
な
く
、

積
極
的
に
表
面
に
出
て
地
方

政
治
を
指
導
せ
ん
と
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
差
務
は
橋
梁
や
遁
路
、
拳
校
と
い
っ
た
公
共
事
業
と
は
異
な
り
、

「
差
待

銭
」
(
差
銭
)
と
い
う
濁
自
の
財
源
を
も
っ
て
い
た
。
膏
役
・
里
役
層
が
そ
れ
に
深
く
闘
興
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、

差
径
局
設
置
を
契
機
に
彼
ら
が
差
務
か
ら
全
く
排
除
さ
れ
た
1

1
お
と
な
し
く
手
を
引
い
た
ー
ー
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。



差
径
局
の
機
能
は
二
つ
あ
り
、
そ
の
一
は
徴
税
機
能
|
|
差
銭
徴
牧
で
あ
る
が
、
差
徳
局
の
構
成
員
に
催
差
・
徴
税
の
抽
空
局
者
が
い
な
い
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、

は
た
し
て
設
局
後
も
差
銭
徴
牧
業
務
は
次
に
列
奉
す
る
よ
う
な
種
々
の
名
稿
の
膏
役
・
里
役
層
が
ひ
き
つ
づ
き
措

嘗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

里
差
、
里
書
、

里
長
、
里
穂
、
里
正
、
什
牌
、
郷
正
、

綿
催
、
催
頭
、
催
差
、
斉
差
催
工
、
催
糧
、
代
催
、
督
催
、
経
催
、
原
差

糧
差
、
糧
頭
、
糧
正
、
催
驚
糧
差

植
書
、
植
頭
、
橿
紳
、

総
書
、

彼
ら
に
は
公
認
の
口
食
銭
と
い
え
る
も
の
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
少
額
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
種
々
の
名
目
で
附
加
税
を
と
っ
た
。

い
く
つ
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か
事
例
を
奉
げ
て
み
る
と
、
賓
難
燃
に
は
「
賑
銭
」
と
稽
さ
れ
る
、

里
穂
、

里
書
、
督
催
、
原
差
等
の
ロ
食
銭
(
毎
石
三
、
四
百
文
)
、
催
頭
〈
里

の
催
差
係
〉
の
口
食
〈
毎
石
二
、
三
百
文
)
が
、

差
鎮
の
外
に
徴
牧
さ
れ
、

差
篠
局
に
交
納
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ト
コ
ロ
に
入
つ

た
。
輿
卒
燃
の
里
長
口
食
は
糧
一
石
ご
と
に
鐘
一
五

O
文
で
、
こ
れ
ま
た
正
規
の
差
鎮
の
外
に
拘
牧
さ
れ
た
。
扶
風
間
肺
で
は
催
頭
に
公
認
の
口

食
の
外
に
、
賞
銭
と
稿
さ
れ
る
附
加
給
が
あ
っ
た
。

口
食
一
串
に
附
き
嘗
初
は
百
数
十
文
、

の
ち
に
二
五
文
に
減
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
年
額
九

一
串
徐
に
の
ぼ
っ
た
。
乾
州
の
場
合
、
差
銭
は
ま
ず
嘗
一
該
里
の
什
年
が
徴
牧
し
、
什
年
よ
り
差
頭
に
渡
さ
れ
て
差
頭
が
差
径
局
に
納
め
る
形
を

と
っ
て
い
た
。
什
年
、
差
頭
に
は
公
式
に
は
口
食
等
支
給
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
差
頭
は
差
径
局
へ
の
交
納
に
際
し
、
徴
牧
差
銭
の
一

部
を
着
服
し
て
少
な
く
報
告
し
、
歴
年
民
欠
を
招
い
た
と
い
う
。

一
方
の
什
年
は
口
食
名
目
で
毎
石
二

O
O文
、
雑
項
里
差
名
目
で
二

O
O文

を
附
加
し
て
糧
戸
を
苦
し
め
た
と
い
う
。
大
慈
豚
で
は
兵
差
・
流
差
を
あ
わ
せ
て
紅
差
と
稽
し
た
の
に
射
し
て
窯
差
と
呼
ば
れ
る
里
役
層
に
よ

る
浮
支
苛
涯
が
存
し
た
。
管
糧
の
里
書
・
房
書
、
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「
算
帳
」
〉
等
で
、

春
秋
二
回
の
戸
首
・
庖
主
・
書
役
等
の
酒
食
費
(
名
目
は

(
m
m
)
 

ロ
食
銭
は
各
人
八
串
か
ら
一

O
串
、
そ
の
他
の
合
計
が
少
な
く
て
年
数
串
、
多
く
は
数
十
串
に
も
達
し
た
。

催
糧
の
締
役
・
散
役
の
口
食
鏡
、
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里
書

・
書
手
に
劃
す
る
「
牧
差
花
戸
加
」
(
差
銭
徴
牧
の
原
簿
。
銭
糧
徴
牧
の
加
簿
に
基
づ
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
〉
作
成
費
が
職
能
報
酬
と
し
て

公
認
さ
れ
た
以
外
、
右
に
翠
げ
た
如
く
、
郷
村
(
皇
甲
)
・
催
糧
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
里
役
居
が
、
差
銭
徴
牧
に
か
こ
つ
け
て
「
差
外
の
差
」
、
「
格

外
の
中
飽
」
を
糧
戸
に
強
要
し
た
の
で
あ
っ
た
。

火
牌
、
勘
合
が
騨
姑
(
州
蘇
)
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、

夫
を
し
て
車

・
馬

・
夫
役
を
調
達
さ
せ
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
。
そ
の
際
、
膏
役
層
が
騨
姑
|
差
後
局
の
聞
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
で

差
後
局
の
機
能
の
そ
の
こ
は
支
差
機
能
で
あ
る
。

騨
結
よ
り
の
連
絡
で
差
篠
局
が
局

あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
局
夫
が
膏
役

・
里
役
居
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

に
委
託
す
る
こ
と
で
繁
雑
な
差
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
「
邑
紳
」
は
差
筏
局
(
を
は
じ
め
諸
々
の
公
局
)
を
主
崩
す
る
こ
と
で
地

方
政
治
に
お
け
る
地
位
を
誇
示
し
、
膏
役

・
里
役
層
は
貫
質
的
な
差
後
徴
牧
と
差
務
を
管
掌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
間
搾
取
を
確
保
し
た
。

官
は
「
邑
紳
」

ー

l
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
差
後
局
は
全
く
官

・
紳

・
吏
の
支
配
強
化

・
利
益
保
持
の
た
め
に
機
能
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
同
時
期

(ω
〉

快
西
省
全
髄
と
し
て
徴
牧
さ
れ
た
差
銭
は
官
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
で
年
間
一

O
O寓
串
以
上
。
そ
れ
が
快
西
省
に
「
雲
集
」
し
た
軍
隊
に
供
支

さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
清
朝
の
た
め
に
も
大
い
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
銭
一

O
O高
串
は
、
銀

一
雨
H
銭
一

・
五
串
で

- 10-

換
算
す
る
と
、
銀
七

O
高
雨
に
近
い
。
浮
涯
(
差
外
の
差
)
を
加
え
る
と
、

(

泊

〉

の
州
懸
)
の
地
丁
銭
糧
(
約
一
二
O
高
爾
)
相
嘗
額
か
、

差
後
負
措
州
豚
(
西
安
府
、
同
州
府
、
鳳
朔
府
、
乾
州
、
知
州
、
麟
州
下

そ
れ
以
上
が
正
項
と
は
別
個
に
、

生
産
性
の
決
し
て
高
く
な
い
快
西
省
民
衆
か
ら
吸
い

上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。

減
差
と
定
章
化

(

お

)

差
衝
は
、
反
範
軍
以
上
に
快
西
省
の
民
衆
を
苦
し
め
た
。
同
治
二
年
時
の
西
安
府
下
の
三
原
燃
の
朕
況
と
し
て
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
る
。

制
ぞ
乃
ち
甘
ん
じ
て
流
傭
と
炉
り
て
異
郷
に
留
湘
し
、
里

今

大
難
(
回
民
反
飢
|
|
引
用
者
注
)
既
に
卒
ら
げ
ら
れ
た
る
の
後
に
嘗
り
、

に
還
り
て
農
業
に
修
治
せ
ん
こ
と
を
思
わ
ざ
ら
ん
や
。
其
の
故
を
査
問
す
る
に
、
則
ち
日
く
、
差
径
を
振
せ
ら
る
を
恐
れ
ば
な
り
。
銭
糧
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』
徴
せ
ら
る
を
恐
れ
ば
な
り
と
。

卑
燃
の
卒
原
の
地
畝
、
現
に
並
び
に
人
の
過
閉
す
る
な
し
。
惟
だ
北
原
は
問
、
債
を
議
し
て
出
筈
す
る
者
有
り
。
毎
地
一
畝
債
銭
二
、
三

百
文
を
索
む
。
而
る
に
貫
主
的
り
て
復
た
遅
疑
し
て
受
け
ざ
る
な
り
。
其
の
放
を
査
問
す
る
に
、
則
ち
日
く
、
差
径
を
涯
せ
ら
る
を
恐
れ

ば
な
り
。
鏡
糧
を
徴
せ
ら
る
を
恐
れ
ば
な
り
と
。
卑
鯨
の
回
多
き
の
家
皆
、
佃
戸
を
招
き
て
租
種
せ
し
む
。
牧
租
を
除
く
の
外
、
白
り
て

佃
戸
を
し
て
納
糧
せ
し
む
。
並
び
に
質
し
て
押
租
の
銭
文
有
り
。
今
則
ち
佃
戸
の
退
団
せ
ざ
る
な
く
、
並
び
に
業
主
に
向
い
て
押
租
を
索

取
す
。
業
主
或
い
は
許
す
に
減
租
を
以
て
し
、
或
い
は
径
行
し
て
克
租
す
。
市
る
に
佃
戸
初
り
て
承
種
す
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
其
の
故
を
査

問
す
る
に
、
則
ち
日
く
、
差
径
を
涯
せ
ら
る
を
恐
れ
ば
な
り
。
銭
糧
を
徴
せ
ら
る
を
恐
れ
ば
な
り
と
。

三
原
燃
は
い
わ
ゆ
る
山
西
一
一
商
人
の
出
身
地
の
一
つ
に
奉
げ
ら
れ
る
慮
で
、
地
主
の
搾
取
は
他
慮
に
く
ら
べ
て
き
び
し
く
は
な
か
っ
た
と
お
も

(

お

)

わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
.
す
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
同
州
府
下
の
朝
ロ
巴
豚
に
つ
い
て
は
衣
の
よ
う
な
報
告
が
あ
る
。

、

ま
す
ま
す

回
匪
信
凱
し
、
兵
馬
雲
集
す
。
運
局
、
兵
差
を
支
鷹
す
。
是
れ
義
に
し
て
己
む
を
容
れ
ざ
る
者
な
り
。
而
る
に
流
差
滋
甚

し
く
、
民
間
糧
賦
に
照
し
て
涯
牧
す
る
も
、
恒
に
加
え
る
こ
と
数
十
百
倍
に
至
れ
り
。
地
丁
銀
ご
と
に
差
費
百
五
、
六
十
金
を
出
す
者
有

-11ー

同
治
元
年
、

り
て
、
買
に
人
を
醸
す
も
の
な
り
。

右
の
報
告
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
差
衝
の
過
重
と
一
口
に
い
う
が
、
快
西
省
民
衆
を
員
に
苦
し
め
た
の
は
、
臨
時
的
な
兵
差
で
は
な
く
、
間
断

な
く
課
せ
ら
れ
た
流
差
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
っ
て
お
こ
る
膏
役

・
里
役
屠
の
搾
取
(
中
飽
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
治
七
年
正
月
、
反
観
鎮
座
の
た
め
の
快
西
省
軍
務
の
督
梯
を
命
じ
ら
れ
た
劉
典
は
、
翌
二
月
に
は
署
快
西
巡
撫
を
も
品
兼
ね
て
、
反
飽
軍
が

甘
粛
省
に
去
っ
た
後
の
険
西
省
の
復
興
に
着
手
し
た
。
劉
典
は
各
地
の
賓
情
を
把
握
し
て
、
民
衆
を
苦
し
め
る
差
徒
に
何
ら
か
の
歯
止
め
を
設

け
る
こ
と
の
必
要
を
読
き
、
同
年
末
に
は
快
甘
総
督
左
宗
裳
(
一

O
月
に
西
安
に
着
く
)
と
連
名
で
、「
支
差
章
程
」
(
十
数
僚
〉
を
瑳
布
し
て
、
差

415 

筏
は
兵
差
に
限
り
(
差
衛
局
の
業
務
は
丘
(
差
H
縛
運
に
限
る
〉
、

(

担

〉

差
衝
を
指
示
し
た
。

流
差
は
州
豚
署
の
管
轄
に
諦
す
と
の
指
導
方
針
を
あ
き
ら
か
に
し
、

上
か
ら
の
減
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こ
の
省
嘗
局
の
方
針
に
直
ち
に
慮
じ
た
の
が
朝
邑
牒
で
あ
っ
た
。
同
鯨
は
二
支
九
空
」
、
「
銀
納
」
の
た
め
現
年
の
負
携
は
重
く
、
差
銀
は
毎

(

お

〉

雨
二

0
1
三
O
雨
に
も
上
っ
た
と
い
う
。
同
治
八
年
三
月
、
朝
ロ
巴
鯨
知
鯨
mm
樹
田
は
同
州
府
知
府
の
延
慢
と
と
も
に
、
省
嘗
局
に
朝
邑
蘇
で
の

(

お

〉

「
支
差
章
程
二
十
一
篠
」
の
制
定
を
裏
請
し
、
准
さ
れ
た
。
そ
の
章
程
の
主
要
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω差
径
は
「
一
支
九
空
」
を
改
め
て
「
十
甲
満
擬
」
と
す
る
。
銀
納
を
銭
納
に
改
め
る
。

ω銭
糧
と
同
様
、
糧
戸
が
直
接
差
径
局
に
差
銭
を
納
め
て
串
票
ハ
領
収
詮
)
を
受
け
と
り
、
納
付
済
の
誼
擦
と
す
る
。

ω現
年
の
運
頭
、
里
長
を
裁
去
し
、
各
里
に
里
正
(
軍
籍
の
皇
に
は
屯
正
〉
を
選
び
、
糧
銀
(
地
丁
銀
)
、

差
銭
を
延
欠
し
た
糧
戸
に
劃
し
て

里
差
と
協
同
し
て
催
促
、
査
明
に
あ
た
ら
せ
る
。

ω里
差
〈
催
糧
、
催
差
)
に
は
「
脚
力
飯
食
鏡
」
、
里
書
に
は
「
牧
差
花
戸
珊
」
作
成
の
謝
躍
を
給
す
。

ω差
銭
の
流
差
へ
の
支
掛
は
禁
止
す
る
(
流
差
は
懸
署
自
緋
)
。

要
す
る
に
、
里
役
層
の
中
飽
を
巌
禁
し
、
差
鎮
の
支
出
範
圏
を
明
確
化
し
て
、

(

幻

)

い
え
、
同
治
八
年
一
一
月
、
署
快
西
巡
撫
職
最
後
の
奏
摺
で
、
「
小
民
の
苦
累
を
訪
査
す
る
に
、
首
ず
差
径
に
在
り
」
と
断
言
し
な
が
ら
、
そ

の
後
段
で
「
然
る
に
時
難
く
財
渇
き
て
、
軍
務
及
び
地
方
公
事
を
粂
顧
せ
ざ
る
を
得
。
す
e

情
形
を
察
窮
す
る
に
、
差
径
は
省
く
能
う
も
全
て
裁

(

お

)

す
能
わ
ず
」
と
の
べ
た
よ
う
に
、
差
揺
の
民
衆
を
苦
し
め
る
を
熟
知
す
る
劉
典
と
い
え
ど
も
、
日
常
的
な
地
方
公
事
の
た
め
の
新
た
な
財
源
を

糧
戸
の
負
捨
軽
減
(
滅
差
〉
を
一
意
聞
し
た
の
で
あ
る
。

と
は:

- 12ー

見
い
出
せ
な
い
現
朕
で
は
、
差
揺
を
必
要
悪
と
し
て
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
現
貫
に
は
な
お
甘
粛
、
新
彊
へ
の
反
凱
鎮
座
軍
が
陳
西

省
を
通
過
し
て
お
り
、
差
格
軽
減
も
贋
く
貫
行
に
移
さ
れ
た
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
同
治
一
二
年
粛
州
回
復
を
も
っ
て
快
甘
の
戦
凱
が
ひ
と
ま
ず
終
息
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
光
緒
初
期
の
華
北
一
帯
を
襲
っ
た
大
飢

(
叩
却
〉

鑑
に
よ
っ
て
映
西
省
民
衆
の
生
活
が
疲
弊
の
極
に
達
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ふ
た
た
び
頻
繁
化
し
た
差
使
の
往
来
と
そ
の
勤
索
に

よ
っ
て
、
民
衆
が
立
ち
直
り
の
き
っ
か
け
を
全
く
抑
え
ら
れ
た
ま
ま
で
い
た
こ
と
等
々
の
朕
況
は
、
侠
西
省
の
各
層
官
員
に
差
後
の
抜
本
的
改

革
(
滅
差
、
定
章
化
の
徹
底
〉
の
緊
急
性
を
漸
く
倍
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
光
緒
五
年
(
一
八
七
九
〉
三
月
、
華
州
の
紳
士
の
訴
え
に
雇
え
て
同
州



(
州
制
〉

府
知
府
鏡
腹
膜
は
「
支
差
十
四
篠
」
(
裁
減
差
衝
新
章
〉
を
酌
定
し
、
府
下
の
州
豚
に
そ
の
貫
行
を
通
達
し
た
。
前
出
の
同
治
八
年
制
定
の
朝
邑

豚
の
章
程
が
減
差
の
基
本
方
針
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
射
し
て
、
こ
の
華
州
の
章
程
は
減
差
の
具
瞳
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
流
差
に
つ
い
て
、
朝
邑
鯨
章
程
が
、

流
差
は
己
に
鯨
署
の
自
慌
に
提
回
す
る
を
蒙
り
、
男
に
菓
臆
を
具
し
立
案
す
。
此
の
後
、
流
差
は
永
遠
に
支
す
る
を
売
れ
、
以
て
憲
示
に

符
す
ベ
し
。

と
し
た
の
に
劃
し
て
、
華
州
章
程
は

軍
需
・
糧
帥
・
火
器
等
の
項
、
刑
嚇
・
土
司
・
外
藩
の
貢
差
、
並
び
に
過
境
の
欽
差
、
事
件
を
査
櫛
せ
る
大
臣
、
各
城
の
領
陵
・
樹
事
・

参
賛
大
臣
、
三
省
の
主
考

・
翠
院
の
摺
差
、
火
牌
、
遊
勇

・
遊
民
・
官
銭

・
官
銀
の
護
迭
、
並
び
に
州
官
省
車
の

一
切
の
費
用
の
、
向
に

兵
差
の
項
下
に
蹄
し
て
里
局
よ
り
支
躍
す
る
者
は
、
今
に
酌
量
し
て
一
核
滅
し
、
車
・
馬
・
輔
夫
・
緯
夫
・
駄
螺
の
奮
に
何
り
て
局
よ
り
供

支
す
る
を
除
く
の
外
、
其
の
徐
り
の
各
項
の
雑
費
、

一
切
の
伺
候
の
口
食
は
全
て
裁
除
を
行
な
い
、
改
め
て
州
署
の
津
貼
項
下
に
蹄
し
て

- 13ー

供
支
す
ベ
し
。

(
第
一
僚
〉

と
記
し
た
よ
う
に
で
あ
る
。

ま
た
、
華
州
章
程
は
具
睦
的
な
数
値
を
奉
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
滅
差
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
も
の
と
い
え
る
。

年
間
徴
牧
差
鐘
二
高
一
千
徐
申
中
(
遜
常
支
出
一
蔦
六
千
徐
串
〉
は
、
以
前
の
年
閉
経
費
四
寓
数
千
串
の
牢
分
以
下
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
年
六
月
に
は
郷
里
朝
ロ
巴
豚
に
退
い
て
い
た
前
工
部
右
侍
郎
閤
敬
銘
(
同
治
八
年
朝
邑
懸
の
章
程
に
も
関
係
し
て
い
た
〉
は
、

地
方
政

治
を
指
導
す
べ
き
「
巴
紳
」
の
一
人
と
し
て
特
に
上
奏
し
て
、

近
年
兵
差
己
に
少
な
く
、
只
だ
流
差
有
る
の
み
。
惟
に
騨
路
の
差
費
、
未
だ
大
い
に
減
ず
能
わ
ざ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
僻
匿
の
り
て

煩
重
を
形
わ
す
。
現
在
糧
銀
一
雨
に
つ
き
率
ね
差
銭
八
、
九
百
、

わ
り
あ

銭
糧
或
い
は
鏑
緩
有
る
も
、
差
鏡
は
歎
歳
な
る
も
の
り
て
擬
て
ら
れ
り
。

(

4

)

 

と
の
ベ
て
、
衣
に
か
か
げ
る
差
務
の
耕
法
八
僚
を
提
議
し
た
。

一
恵
徐
不
等
を
涯
す
。
陽
に
加
賦
の
名
無
く
、
陰
に
加
賦
の
紫
有
り
。

417 

〆【、

〉
内
は
内
容
の
要
約
。
但
し
「

L

内
は
原
文
の
引
用
。
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ω例
差
・
借
差
を
裁
滅
す
べ
き
な
り

(
候
補
官
の
谷
風
・
奴
僕
の
差
滅
、
官
員
の
私
的
な
差
涯
に
糾
問
し
て
は
車
馬
の
提
供
を
制
限
あ
る
い
は
禁
止
す
ベ

し〉
。

ω泉
司
由
り
車
馬
の
印
票
を
給
瑳
さ
れ
る
べ
き
な
り
(
公
務
に
よ
り
車
馬
の
提
供
を
必
要
と
す
る
者
は
、
上
司
の
委
札
あ
る
い
は
州
懸
の
印
文
と
、

按
察
使
夜
行
の
印
票
〔
事
由

・
人
名

・
必
要
車
馬
数
を
記
入
〕
を
播
州
市
す
ベ
し
〉
。

ω刑
怖
の
来
往
は
須
く
定
班
有
る
べ
き
な
り
(
ラ
マ
使
節
の
来
往
は
必
ず
理
藩
院

・
四
川
総
督
の
認
可
を
う
け
、
使
節
の
人
数
・
荷
物
の
個
数
は
指
定

に
従
い
、
州
蘇
は
そ
れ
に
み
あ
う
車
馬
を
供
す
ベ
し
)
。

ω奉
使
・
開
事
の
大
臣
は
宜
し
く
濫
索
を
禁
じ
ら
る
べ
き
な
り
(
チ
ベ
ッ
ト
勤
務
の
大
臣
、
欽
差
大
臣
等
の
濫
り
に
州
懸
を
勅
索
す
る
を
禁
ず
〉
。

川

w街
宜

・
地
癌
を
厳
し
く
除
く
べ
き
な
り
(
「
差
務
の
過
煩
は
牢
ば
中
飽
に
蹄
す
。
街
窓
・
地
癒
は
交
相
し
て
狼
狽
し
、
一
を
用
い
て
一
ニ
と
報
ず
。

官
司

は
知
り
て
問
わ
ず
。
彼
此
合
糊
す
。
其
の
貧
禁
の
牧
令
は
或
い
は
使
用
を
図
り
、
或
い
は
過
客
を
遜
替
し
、
或
い
は
丁
役
を
放
縦
し
て
閤
閤
疾
苦
せ
り
」

- 14ー

た
め
に
、
彼
ら
に
は
厳
し
い
態
度
で
封
腹
す
ベ
し
)
。

ω民
聞
を
し
て
流
差
の
銭
文
を
折
交
し
て
街
門
に
由
り
自
鮒
せ
し
む
べ
き
な
り
(
差
衝
は
す
べ
て
銀
納
と
し
、
流
差
は
蘇
署
の
管
理
に
す
べ
し
〉
。

的
騨
馬
を
巌
査
し
、
額
に
足
ら
し
て
備
用
す
べ
き
な
り
。

制
本
省
の
征
防
各
兵
に
は
長
車
を
給
興
し
て
替
に
由
り
て
自
耕
す
ベ
し
。

ωか
ら
的
ま
で
が
流
差
に
か
か
わ
る
方
策
で
、

清
朝
中
央
は
以
上
の
開
法
を
支
持
し
て
、
快
西
の
外
、

す
べ
て

川

・
山
西
・
河
南
の
督
撫
に

「
悉
心
地
帯
蓋
し
、
属
員
を
督
率
し
て
民
隠
を
詳
査
し
、
積
習
を
破
除
し
、

章
程
を
巌
定
し
て
、
所
有
の
無
名
の
科

(

必

〉

涯
を
悉
く
汲
め
革
除
す
ベ
し
」
と
指
示
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
時
の
快
西
巡
撫
諒
鍾
麟
は
滑
河
流
域
の
諸
州
豚
に
前
出
の
華
州
章
程
に
倣
つ

仰
の
み
が
兵
差
関
係
で
あ
る
。

四

て
減
差
す
る
(
そ
の
牧
銭
総
額
を
四
五
高
串
に
減
す
)
よ
う
に
命
じ
た
。

光
緒
五
、
六
年
に
は
各
州
鯨
で
最
初
の
滅
差
と
定
章
化
が
質
施
さ
れ
、

ほ
ぼ
全
州
鯨
で
「
十
甲
満
機
」
H
全
国
土
に
差
銭
が
擬
涯
さ
れ
た
。

七
年
に
は
省
蛍
局
は
牧
銭
総
額
を
さ
ら
に
一
五
高
串
減
ら
し
て
、

二
九
菌
串
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

一
O
年
に
至
っ
て
省
首
局
は
前
掲
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(皐位:串)

匡分| 項 目 醤 章 新 章

王/己、
長 車 (54輔)4488 (36輔)2592 

軍火・軍銅の運迭 3400~3500 2200 
6792 (68.4%) 

向上護迭口食 600 200 
差

酒席・夫役ロ食 2400 1800 

局 紳(2名) 288 192 

局 管 賑(2名〉 ? 96 

火夫・局夫(5名〉 ? 120 
730 (7.4%) 

車夫頭(4名〉 ? 32 

費 局 費 590 240 

牧賑敬神演戯 50 50 

皇
催 頭(18名〉 933.120 864 

書 手(18名〉 [227J 864 (8.7%) 
役 皐 頭 148 

騨結津貼(馬〉 1200 

津 兵房紙筆銭 ? 38 

戸 房 津貼 9 96 
394 (4.0%) 

六房五班津貼 600 

貼 窓桑局夫役口食 53.500 20 

典史・外委津貼 480 240 

(奮欠) 書 院 …l…0.9%) (奮欠〉 義 率 432 

陵 差 60 60 (0.6%) 

1ロL E十 ( 100%) 

E豊泉軍事差循銭使途別支出表表 I

の
閤
敬
銘
の
掛
法
よ
り
詳
細
か
っ
き
び

し
く
差
径
科
涯
を
規
定
し
た
「
清
徳
-章

※
 

程
四
十
篠
」
を
制
定
し
、
以
て
年
間
牧

鐘
穂
額
を
往
時
の
約
五
分
の
一
、

(

必

)

寓
徐
串
に
減
ら
す
と
し
た
。

※
清
徳
章
程
四
十
篠
|
|
①
例
差
・
借

差
に
支
す
る
を
停
め
る
。
②
溜
恩
・

印
帖
を
禁
革
す
。
③
外
省
の
督
撫
に

容
明
す
。
④
防
管
・
線
管
に
密
行

- 15ー

す
。
⑤
側
瞬
は
新
章
を
準
用
す
ベ

し
。
⑤
車
・
馬
は
先
ず
支
数
を
定
め

る
ベ
し
。
⑦
汲
銭
は
均
し
く
糧
銀
に

按
ず
る
べ
し
。
③
行
差
は
値
年
を
用

い
ず
。
⑨
各
路
の
汲
銭
に
は
限
度
を

定
め
る
べ
し
。
⑬
苦
欠
に
は
宜
し
く

津
貼
を
加
え
る
べ
し
。
⑪
差
銭
は
糧

に
隠
っ
て
並
牧
す
ベ
し
。
⑫
差
使
は

宜
し
く
兵
差
・
流
差
に
分
け
る
べ

し
。
⑬
車

・
馬
は
分
別
し
て
包
排
す

ベ
し
。
⑬
里
局
は
地
に
隠
っ
て
酌
設
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表11 峡西省州l軍事別差銭枚支一覧表

以前の支出
光 緒 6年章程 光絡 10 年 章程

州 車系 名 里数 〔年閲〉 徳の正差銀1銭雨 I 牧銭 合 計 毎の正差銀 l銭雨 I 牧 銭合計 I 支 出合計 I 差 引残高

長 安 49 高徐 串 304文 12，070串 210文 8，339串 5，741串 2，598串

威 寧 64 240~250 12，469 220 8，504 6，476 2，028 

成 陽 10 2高除 1，136 16，372 834 12，016.100 10，159.940 1，856.160 

臨 澄 40 3 ~ 4 寓 21，300徐 (高 180 12，475 10，190 2，285 
西 230 

輿 卒 15 1寓徐 308 8，277.500 270 7，236.540 5，669.700 1，566.840 

高 陵 15 数千 67 1，596 50 1，343.520 999.600 343.920 

割i 21 7~8 千 90 2，518 50 1，277.850 948 329.850 

安 藍 田 20 5千 5，300 (雑 1i; 3，220 2，678 542 

淫 陽 40 50 3，600 30 1，560 1，148 412 

原 7，500 5，914 1，586 

整 屋 40 67 2，520 67 2，520 

府 i育 南 56 140 11，564 

富 卒 40 63 3，750 30 1，739.100 1，088 651.100 

麗 泉 18 771 17，771 390 11，813.100 10，040 1，773.100 

同 官 6 8 ~ 9 千 921 4，828 466 2，166.900 1，444 722.900 

耀 州 6 9千 395 5，400自主 220 2，301. 640 1，868 433.640 

大 落 40 3蔦敏千 200 7，339 150 4，650 2，484 2，166 

朝 邑 39 200 5，800 200 5，800 3，107.480 2，692.520 

同 自E 陽 40 92 4，411. 600 80 3，836.500 1，986，800 1，849.70C 

白 水 16 数千 77 1，377 45 1，215 724 491 

州 韓 城 28 7~8 寓 50 2，069 35 1，400 840 560 

ミO
...... 



華 チH 420 16，800吉宗 280 12，180 10，024 2，156 

府
撃- 陰 2~3 寓 455 11，816 450 11，666.250 9，928 1，738.250 

務 城 54 1 5千 71 2，840徐 47 2，841. 300 2，108 733.300 

澄 城 40 130 5，200 70 2，940 2，114.100 825.900 

鳳 朔 39 188 9，667 140 7，129.920 5，498 1，631. 920 
鳳 岐 山 29 14，400徐 480 12，000徐 320 7，200 5，628 1，572 

資 難 54 約2高 404 16，200 240 9，619.200 7，619 2，000.200 
朔

扶 風 29 24，000徐 354 12，250 209 7，229.200 5，647.400 1，581. 800 

府 麟 遊 516 912 

廊 6~7 千 120 2，200 70 1，275.120 950 325.120 

知 ナ1'1 9 1，558 19，040 960 11，725.440 10，195.600 1，529.840 
分E

水 7 130 1，200 110 1，016.230 768 248.230 一
州

淳 化 6 3~4 千 114 995.590 114 995.590 720 275.590 

長 武 3 1，958 16，690 1，320 10，534.480 9，300 1，234 

乾 乾 1"1 24 1，383 49，000徐 340 12，092.100 10，258 1，834.100 

武 功 13 2高徐 593 11，832 357 7，120.360 5，467.200 1，653.160 
州

永 誇 5 1，705 13，112.180 1，500 11，500 9，932 1，568 

1IIl 
且戸&ーー. 君 9 1，800除 700 1，610 600 1，380 1，022 358 

中 昔日 6 4500~4600 700 1，540自主 600 1，320 1，028 292 
チH 洛 )11 9 300 2，160徐 200 1，440 1，032 408 

守、
..... 

※光緒10年章程:無局州麻のうち毎年抽銭州事革

|膨州一文
(延安府) 甘泉蘇 286串975文，宜州懸 22串，延長軍事 39串

(綴徳、州〉米脂軍需毎糧 1石牧銭 1串4∞文，清澗懸毎糧1石牧銭2串

(検林府)府谷麻毎年抽草10高 1千納・豆180石H
N甲
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す
。
⑮
雑
費
は
概
し
て
官
緋
と
す
る
。
⑮
酒
席
に
大
薬
を
用
い
る
を
禁
ず
。
⑫
大
隊
の
丘
(
差
は
粂
排
す
ベ
し
。
⑬
流
差
は
局
が
代
り
て
渡
債
す
ベ
し
。
⑬

長
率
の
借
庖
は
算
債
す
べ
し
。
@
京
・
省
外
の
車
は
必
ず
革
め
る
べ
し
。
@
局
一
紳
は
逐
年
に
更
換
す
ベ
し
。
②
局
賑
は
月
に
按
じ
て
出
携
す
べ
し
。
③
浮

支
は
概
し
て
裁
革
す
ベ
し
。
⑧
短
債
は
分
別
し
て
裂
給
す
ベ
し
。
②
徐
銭
は
留
め
て
荒
歎
に
備
え
る
。
⑧
公
用
は
必
ず
し
も
男
に
波
せ
ず
。
②
街
署
の
雑

援
は
宜
し
く
裁
す
ベ
し
。
③
数
佐

・
俗
規
は
宜
し
く
減
ら
す
べ

し
。
@
街
窓
は
殿
し
く
査
緋
す
ベ
し
。
③
地
時
的
は
従
重
に
究
懲
す
ベ
し
。
@
騨
路
の
夫
役

を
酌
寛
す
。
②
位
用
の
駿
馬
を
清
査
す
べ
し
。
③
銭
数
の
虚
貸
は
宜
し
く
核
べ
る
べ
し
。
⑧
里
局
の
定
規
は
宜
し
く
殿
し
か
る
べ
し
。
③
醤
欠
は
概
し
て

総
司
出
す
。
③
新
章
は
院
(
侠
西
巡
撫
)
よ
り
通
示
す
る
。
@
馬
乾
(
馬
の
飼
料
)
は
質
際
の
必
要
量
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
③
牧
令
(
州
鯨
官
)
は
そ
の
動

務
朕
況
に
賂
じ
て
勧
懲
を
加
え
る
べ
し
。
③
新
讃
へ
の
波
遣
軍
隊
が
撤
退
し
た
ら
さ
ら
に
車
馬
数
を
減
ら
す
。
@
牧
支
吠
況
は
時
に
随
い
報
査
す
ベ
し
。

そ
れ
ら
を
う
け
て
開
係
州
豚
で
は

(
光
絡
五
、
六
年
の
章
程
よ
り
は
き
び
し
い
内
容
)
が
作
成
さ
れ
た
。

現
在
、

「
支
差
章
程
」

(

州

日

)

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
う
ち
三
九
州
鯨
の
-
一
章
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

差
銭
の
使
途
項
目
と
そ
の
支
出
額
を
列
奉
し
た

各
々
単
位
首
り
の
徴
牧
差
銭
の
減
額
、

そ
の
中
で
特
記
す
べ
き
は
、
差
銭
の
「
臨
糧
並
牧
」
で
あ
る
。
前
掲
「
清
徳
章
程
」
第
一
一
僚
を
う
け
て
、
各
州
鯨
こ
と
ご
と
く
そ
の
規
定
を

- 18ー

掲
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
糧
戸
(
花
戸
)
は
ま
ず
差
繕
局
に
差
銭
を
納
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
官
よ
り
差
復
局
に
護
給
さ
れ
て
い
た
牧
票
(
差
銭
領
枚

牧
票
と
地
丁
錨
糧
を
豚
署
に
牧
め
で
は
じ
め
て
糧
券
(
地
丁
銭
糧
の
領
牧
詮
〉
を
給
せ
ら
れ
る
と
レ
う
も
の
で
、

誼
)
を
受
け
取
り

こ
れ
に
よ

っ
て
「
催
差
の
中
飽
を
克
れ
る
」
〈
蒲
城
豚
)
、
「
催
比

・
施
欠

・
浮
牧

・
中
飽
の
弊
を
売
れ
る
」
(
富
卒
豚
)
、
ま
た
「
多
牧
報
少
の
弊
を
克
れ
る
」

(
洛
州
)
、
「
里
長
口
食
の
費
を
省
く
べ
し
」

(
事
問
脚
〉
等
と
、
膏
役

・
里
役
の
弊
害
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

(

必

)

と
一
面
で
矛
盾
す
る
が
、
部
州
章
程
に
は
従
来
明
ら
か
で
な
か
っ
た
催
銭
の
局
勇
九
名
が
配
置
さ
れ
た
。
局
猫
自
の
牧
銭
樫
制
を
ね
ら

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
使
途
項
目
と
そ
の
支
出
額
に
つ
い
て

一
例
と
し
て
醒
泉
豚
章
程
を
表
示
す
れ
ば
、

表

I
の
と
お
り
で
あ
る
。
表

E
は
闘
係
州

(
M
W
)
 

豚
の
差
銭
牧
支
吠
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
-
章
で
の
牧
銭
合
計
二
三
高
六
千
絵
串
(
表
E
の
下
段
は
含
ま
ず
)
は
、
省
首
局
の
目
標
で
あ
っ

た
二
一
高
齢
串
に
近
い
数
値
と
い
え
る
。

表
中
の
政
銭
総
額
の
高
い
州
豚
は
幹
道
の
通
る
慮
で
あ
り

単
位
嘗
り
(
毎
雨
)
の
差
銭
額
が
高
い

州
燃
は
里
数
が
少
な
い

す
な
わ
ち
生
産
性
が
低
く
地
丁
銀
放
の
少
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
郷
州

・
長
武

・
永
欝

・
威
陽
等
が
そ
れ
に
該
首
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し
、
と
く
に
多
額
の
差
銭
を
徴
牧
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
範
が
終
憶
し
、
減
差
・
定
章
化
し
た
結
果
、
各
州
鯨
の
差
銭
牧
支
は
ひ
と
ま
ず
安
定
し
た
。
若
干
の
徐
剰
分
は
「
護
育
生
息
」
し
て
、
持

来
差
銭
徴
牧
を
停
止
し
、
利
息
分
で
差
務
費
用
が
賄
え
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
が
、
光
緒
二
三
年
段
階
で
貯
蓄
額
銀
二
高
九
千
絵
雨
、
銭
五
寓

(
泊
四
〉

八
千
絵
串
が
報
告
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
の
光
緒
二

O
年
(
一
八
九
四
)
の
日
清
戦
争
、
同
二
一
、
二
二
年
の
甘
粛
回
民

日
常
的
な
差
務
、
地
方

反
凱
に
関
わ
る
軍
隊
の
通
過
を
無
事
切
り
ぬ
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
差
径
は
も
は
や
快
西
省
の
大
問
題
と
は
な
ら
ず
、

公
事
お
よ
び
官
署
津
貼
の
財
源
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

そ
の
卒
穏
を
破
っ
た
の
が
光
緒
二
六
年
(
一
九
O-O)
の
義
和
圏
事
件
、
そ
し
て
西
太
后
、
光
緒
一
一
帝
の
西
安
避
難
で
あ
っ
た
ろ
う
。
多
量
の
車

馬
の
需
要
が
お
こ
り
、
差
径
が
ふ
た
た
び
民
衆
を
苦
し
め
た
が
、
そ
の
直
後
、
別
の
形
で
差
篠
に
か
か
わ
る
問
題
が
お
こ
っ
た
。

四

差
俸
の
銀
納
化

- 19ー

ハ
必
)

光
緒
二
七
年
(
一
九
O
一
〉
末
、
護
理
快
西
巡
撫
李
紹
棄
は
諸
州
鯨
に
差
篠
を
銭
納
か
ら
銀
納
に
改
め
る
よ
う
指
示
を
愛
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
、
同
年
四
月
義
和
国
事
件
の
各
園
へ
の
賠
償
金
(
庚
子
賠
款
〉
穂
額
が
四
億
五
千
高
海
開
南
と
決
定
し
、
七
月
辛
丑
傑
約
(
北
京

議
定
書
)
が
調
印
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
清
朝
政
府
は
毎
年
二
千
高
j
三
千
寓
雨
に
も
の
ぼ
る
、
新
た
な
る
賠
償
金
を
負
推
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
そ
れ
を
各
省
に
そ
の
経
済
力
に
麿
じ
て
、
最
高
二
五

O
寓
雨
ハ
江
蘇
省
)
か
ら
最
低
二

O
寓
雨
(
貴
州
省
〉
を
割
り
あ
て
た
。
快
西

省
へ
の
割
嘗
て
額
は
六

O
寓
商
(
下
か
ら
六
番
目
〉
で
あ
っ
た
。
各
省
で
は
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
奮
摘
税
を
加
重
し
た
り
、
新

税
を
設
け
た
り
し
た
が
、
多
く
は
新
た
に
賠
款
摘
を
設
け
た
よ
う
で
あ
る
。
快
西
省
で
は
そ
の
財
源
を
瀦
瞳
加
債
、
産
金
税
と
と
も
に
差
後

(

印

〉

(
銭
〉
に
求
め
た
の
で
あ
る
。

李
紹
棄
の
頒
布
し
た
「
規
復
差
径
一
章
一
程
」
〈
全
一
一
一
候
〉
に
よ
る
と
、
従
来
差
径
銭
を
徴
牧
し
て
い
た
州
鯨
に
は
、
賠
款
分
を
加
渡
し
て
と
も

に
銀
納
と
し
、
差
後
銭
徴
牧
の
な
か
っ
た
州
蘇
に
は
新
た
に
賠
款
分
と
し
て
差
径
銀
を
擬
涯
し
た
。
す
な
わ
ち
、
南
部
の
輿
安
府
、
漢
中
府
及
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差徳銀 貨<<;辰表

機 波 額 州 車系 名

苦手正銀 1 2~77t I ~西安府〕問問(と一一)
雨につき 〔同川|府〕朝包蘇(丁灘懇地のみ)

3銭 I c西安府〕三原豚

4銭 〔西安府〕酷J良県草，富卒豚，清南麻，整屋車率，臨趨県草，高陵鯨，

淫陽票率，輿卒軍事，藍田豚， 郡勝，同官鯨，耀州.}，武

陽豚，寧険医'~，孝義軍軍， 長安蘇， 威寧蘇(二豚とも

に従来差銭科i辰の民田)

〔同州府〕大務豚，斡城県系，華州，肇陰鯨，合目陽県草，務城県系，

澄城県系，白水鯨，澄関臆，朝邑懸(民国 屯田のみ)

〔鳳朔府〕 鳳凱型車，賓;t;ffi豚.11皮山県草，扶風車率，麟遊1蘇.lJT陽黒幕，
廊県系，隣州

印刷D淳化肱三水鯨

〔乾州〕乾州，武功懸

5銭 I ~商州〕商州 総南麻山鵬筒南懸
〔輿安府〕安康懸

6銭 I c興安府〕淘陽鳳石泉鳳紫陽鳳碍坪艇

7銭

〔漢中府〕南郷軍幕，褒城県草，略陽懸，洋思系，城国際，西郷懸，

鳳束手、，河豚，定遠将、，留唄廓，寧先州

1雨 I c輿安府〕卒利鯨

毎年機征差銀400雨 Ic興安府〕白河豚

表III

『嵐官、稿』巻30 回賦5 差街

『侠西全省財政説明書』歳入部

〔奥様〕

び
一
商
州
下
の
諸
州
鯨
に
封
し
て
は

「
従
前
、
山
多
く
地
薄
き
を
以
て
糧

賦
極
め
て
聴
き
も
、
近
く
は
己
に
清

を
化
し
て
映
と
漏
り
、
額
は
富
庶
と

稽
さ
れ
り
。

且
つ
叉
向

に
傍
役
な

く
、
出
ず
る
こ
と
少
な
く
入
る
こ
と

協各款及田賦類

多
し
。

此
衣
は
園
家
の
饗
款
な
り。

自
ら
躍
に
加
倍
し
て
聡
し、

絡
に
以

て
公
家
の
念
を
済
け
、
以
て
践
土
の

- 20ー

恩
に
酬
う
べ
し
」
と
し
て
、
差
径
銀

を
機
涙
し
た
。
し
か
し
、
北
部
の
延

安
府
、
検
林
府
、

緩
徳
州
お
よ
び
邸

州
下
の
諸
州
鯨
に
封
し
て
ば
「
地
清

せ
民
貧
し
く
し
て
、
銭
糧
甚
だ
少
な

し
」
と
し
て
、
賠
款
分
の
擁
涯
を
見

さ
ら
に
従
来
差
径
銭
を
徴
牧

し
て
い
た
永
書
、
長
武
、
邪
州
の
三

迭
り
、

州
豚
は
差
務
が
繁
重
で

そ
の
差
径

銭
も
す
で
に
限
度
で
あ
る
こ
と
を
理



(

日

〉

由
に
、
賠
款
の
加
涯
を
せ
ず
、
従
来
ど
お
り
の
銭
納
に
よ
る
差
務
専
供
と
し
た
。

擬
涯
の
朕
況
を
表
示
す
れ
ば
表

E
の
と
お
り
で
あ
る
。
糧
戸
は
従
来
と
同
様
、

を
差
徳
局
に
納
付
し
て
牧
票
を
受
け
と
り
、
牧
票
を
地
丁
銀
に
そ
え
て
官
署
に
納
税
す
る
と
し
た
。
差
後
局
未
設
置
の
州
鯨
で
は
直
接
官
署
に

地
丁
正
銀
一
雨
に
つ
き
若
干
鎮
の
差
徳
銀
(
銀
納
が
原
則
)

差
徳
銀
、
地
丁
銀
を
納
め
た
と
お
も
わ
れ
る
。
州
懸
(
差
復
局
〉
か
ら
そ
の
留
儲
分
(
後
述
)
を
除
き
、
毎
年
穂
じ
て
銀
四

O
蔦
徐
雨
が
布
政
司

庫
に
迭
ら
れ
、
備
荒
用
に
五
商
品
融
雨
を
の
こ
し
、
毎
年
三
五
高
南
が
上
海
に
迭
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
庚
子
賠
款
の
快
西
省
割
嘗
て
分
は
六

O
高
雨
で
あ
る
。
差
筏
銀
の
重
要
度
が
知
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
差
径
銀
(
差
銀
)
は
「
賠
款
差
徳
銀
」
と
も
稽
さ
れ
、

差
篠
銀
徴
牧
の
州
蘇
で
は
、

例
え
ば
地
丁
銀
一
雨
に
フ
き
差
徳
銀
四
銭
の
場

合
、
徴
牧
差
篠
局
(
あ
る
い
は
州
鯨
署
)
は
そ
の
う
ち
三
銭

1
二
一銭
五
分
を
賠
款
分
と
し
て
布
政
司
庫
に
、迭り、

(

臼

)

大
嘉
豚
の
場
合
、
留
儲
分
は
一
銭
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

(
臼
〉

長
安
燃
は
賠
款

の
こ
り
の
一
銭

1
一
銭
五
分
を

留
支
差
筏
と
か
、
車
に
差
径
銀
と
稿
し
て
留
儲
し
て
兵
差
〈
差
値
閣
〉
の
用
に
供
し
た
。

は
大
雑
把
に
言
っ
て
光
緒
一

O
年
の
章
程
(
表
E
)
で
の
地
丁
銀
一
雨
に
つ
き
差
格
銭
一
五

O
文
に
相
首
し
よ
う
。

分
二
銭
六
分
、
留
支
分
一
銭
四
分
で
あ
っ
た
が
、
大
嘉
照
と
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
こ
の
黙
は
他
の
多
く
の
州
鯨
に
も
逼
合
で
き
る
。
す

な
わ
ち
留
儲
分
が
従
来
か
ら
の
差
徳
鎮
分
で
、
兵
差
以
外
に
贋
く
「
地
方
公
事
」
の
費
用
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

銀
納
化
す
れ
ば
差
径
銭
は
消
滅
し
た
か
と
い
う
と
、
藍
田
勝
で
は
「
差
後
底
銭
」
の
名
目
で
賠
款
差
径
銀
四
銭
ご
と
に
制
銭
六
文
を
抽
牧
し

(

臼

)

(
年
額
、
銀
換
算
で
一

0
0雨
と
な
る
)
、
巡
警
闘
係
経
費
ハ
地
方
治
安
費
〉
に
充
て
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

威
寧
師
師
、

- 21ー

差
徳
銀
の
成
立
は

省
首
局
が
蓄
額
(
差
径
銭
〉
を
留
支
差
径
の
名
目
で
州
懸
の
財
源
と
し
て
'
公
認
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
解
款
す
べ
き

賠
款
分
を
加
振
し
て
、
差
径
を
省
嘗
局
の
統
制
下
に
置
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
差
径
局
は
本
来
の
支
差
機
能
よ
り
も
徴
税
機
能
に
重
黙
を
移

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

兵
差
の
用
に
供
す
べ
く
設
置
さ
れ
な
が
ら

差
径
は
、
部
力
性
に
乏
し
い
州
鯨
財
政
に
と
っ
て
、
数
少
な
い
財
源
の
う
ち
で
き
わ
め
て
自
由
裁
量
度
の
高
い
税
自
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

を
掻
大

・
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
の
も
、

流
差
か
ら
地
方
の
公
事
全
般
へ
と
そ
の
支
出
先
(
使
途
)

養
出
版
銀

・
公
費
銀
が
何
か
と
清
朝
中
央
の
規
制
を
強
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
清
朝
中
央
・
省
嘗
局
の
干
渉
を
受
け
な
い
地
方

紳

・
里
役
層
に
も
分
興
し
た
の
で
あ
る
。

的
田
賦
附
加
税
た
る
差
径
は
、
州
鯨
官
の
み
な
ら
ず
膏
役
居
に
と
っ
て
も
格
好
の
牧
奪
封
象
物
と
な
っ
た
。
差
径
局
の
設
置
は
そ
の
特
典
を
郷

し
か
し
、
州
豚
に
は
抑
制
装
置
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

際
限
な
く
按
大
し
た
差
徒
に
歯
止
め
(
規
制
〉
を
か
け
た
の
は
省
嘗
局
で
あ
り
、

全

省
規
模
で
の
晶
一
草
程
の
制
定
と
減
差
径
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
差
箔
が
省
首
局
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
清
朝
中
央
の
庚

え
た
の
で
あ
っ
た
。

子
賠
款
の
擬
涯
に
射
し
て
、
新
し
い
確
質
な
財
源
を
見
つ
け
出
せ
な
い
で
い
た
省
擢
力

H
財
政
蛍
局
は
、
差
径
の
銀
納
化
で
も
っ
て
こ
れ
に
膳

- 22ー

差
絡
は
民
園
期
に
入
り
差
径
局
が
撤
慶
さ
れ
た
後
も
、
依
然
と
し
て
快
西
省
財
政
上
そ
の
名
目
を
維
持
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

註(

1

)

『
清
図
行
政
法
』
第
三
巻
、
第
一
編
第
八
章
第
三
節
郵
腺
の
項
、
星

斌
夫

「清
代
の
騨
俸
制
の
特
質
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
大
皐
文
皐
部
紀

要
』
第
三
五
築
史
皐
科
篤
W
、
一
九
八
一
年
〉
。

(

2

)

清
代
、
地
方
行
政
の
末
端
に
位
置
す
る
州
鯨
の
財
源
は
、
そ
の
徴
枚

し
た
税
糧
の
約
二
割
で
、
存
留
と
稀
さ
れ
、
基
本
的
に
は
官
俸
、
役

食
、
祭
紀
、
鹿
騰
、
孤
貧
お
よ
び
騨
砧
夫
馬
等
の
経
費
に
充
て
ら
れ

た
。
の
こ
り
の
約
八
割
は
起
運
と
稽
さ
れ
、
布
政
司
庫
(
藩
庫
)
に
迭

ら
れ
た
。

〈

3
)

差
舘
閣
の
語
は
元
代
以
降
の
史
料
中
に
散
見
で
き
る
。

(

4

)

渡
逸
和
男
「
清
代
の
勝
越
制
度
に
お
け
る
勝
夫

・
騨
馬
に
つ
い
て
」

(
『
枇
曾
文
化
史
皐
』
第
九
抗
、
一
九
七
三
年
)
参
照
。

(
5
〉
本
稿
で
主
に
使
用
す
る
資
料
は
、
民
園
二
二
年
刊
の
『
績
修
快
西
通

志
稿
』
径
三

O
回
賦
五
(
差
倦
〉
と
光
絡
一

O
年
刊
の
『
新
定
快
西
省

差
倍
局
章
程
』
(
全
三
九
朋
〉
で
あ
る
。
後
者
は
「
清
衛
章
程
」
と
三

九
州
豚
の
「
支
差
章
程
」
か
ら
成
る
。
以
下
、
前
者
は
『
通
志
稿
』
、

後

者
は
『
新
定
章
程
』
と
略
記
す
る
。
ま
た
清
代
差
復
関
係
資
料
を
比
較
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的
ま
と
め
て
牧
録
す
る
書
物
に
李
文
治
編
『
中
園
近
代
農
業
史
資
料
』

第
一
一
輯
(
北
京
、
一
九
五
七
年
、
三
七
八
|
三
八
五
頁
)
が
あ
り
、
四

川
の
差
衝
資
料
は
魯
子
健
編
『
清
代
四
川
財
政
史
料
』
(
上
)
(
成
都
、

一
九
八
四
年
〉
に
み
え
る
。
な
お
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
註
記
す
る
も

の
以
外
に
次
の
諸
研
究
を
参
考
に
し
た
。
筏
役
に
関
し
て
は
藤
岡
次
郎

「
清
朝
に
お
け
る
傍
役
に
闘
す
る

一
考
察
|
|
清
朝
地
方
行
政
研
究
の

た
め
の
ノ
オ
ト
E
|
|
」
(
『
北
海
道
皐
義
大
皐
紀
要
(
第
一
部
B
)
』

第
二
ニ
巻
第
一
鋭
、
一
九
六
二
年
)
、
同
「
清
代
直
隷
省
に
お
け
る
循

役
に
つ
い
て
||
清
朝
地
方
行
政
研
究
の
た
め
の
ノ
オ
ト
W
|
|
」

(
同
前
誌
第
一
四
巻
第
一
鋭
、
一
九
六
三
年
)
、
同
「
清
代
の
径
役
」

(
『
歴
史
教
育
』
第
一
一
一
容
第
九
鋭
、
一
九
六
四
年
〉
、
馬
長
寄
っ
同
治

年
開
陳
西
回
民
起
義
歴
史
調
査
紀
録
。
序
言
|
|
粂
論
侠
西
国
民
運
動

的
性
質
」
(
西
北
大
皐
拳
報
(
人
文
科
事
版
〉
』
一
九
五
七
年
第
四
期
)
、

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
岩
見
宏
「
薙
正
時
代
に
お
け
る
公
費
の
一
考

察
」
〈
『
東
洋
史
研
究
』
第

一
五
巻
第
四
鋭
、

一
九
五
七
年
〉
、
藤
岡
次
郎

「
『
公
項
』
に
つ
い
て
|
|
清
朝
地
方
行
政
研
究
の
た
め
の
ノ
オ
ト

i

|
|
」
(
『
北
海
道
皐
護
大
皐
紀
要
(
第
一
部
B
)
』
第
二
一
容
第
一
一
鋭
、

一
九
六
一
年
〉
、
岩
井
茂
樹
「
清
代
園
家
財
政
に
お
け
る
中
央
と
地
方

|
|
酌
援
制
度
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
二
巻
第

二
続
、
一
九
八
三
年
)
。

(

6

)

軍
事
関
係
物
資
の
運
徹
、
思
一
政
、
祭
陵
の
欽
使
、
さ
ら
に
三
品
以
上

の
大
官
に
制
到
す
る
差
筏
を
兵
差
と
稽
し
た
(
光
緒
『
大
慈
豚
績
志
』
各

五
回
賦
士
山
、
差
衝
の
項
)
。
な
お
、
皐
政
へ
の
差
箔
提
供
を
闘
争
差
、
祭

陵
の
欽
使
へ
の
そ
れ
を
陵
差
と
稽
し
た
。

(

7

)

乾
隆
『
西
安
府
士
山
』
巻
二
一
、
食
貨
志
上
(
錫
賑
の
項
)
。

(

8

)

『
大
清
十
朝
要
訓
』
世
宗
巻
七
、
聖
治
〈
潅
正
九
年
二
月
乙
卯
)
。

(
9
〉
前
掲
『
新
定
章
程
』
の
各
州
懸
章
程
参
照
。

(
叩
)
『
逼
士
山
稿
』
を
は
じ
め
、
険
西
省
地
方
士
山
参
照
。

(

U

)

光
絡
『
大
落
田
牌
繍
志
』
巻
五
回
賦
志
、
差
径
の
項
。

(
ロ
〉
鈴
木
中
正
「
清
末
の
財
政
と
官
僚
の
性
格
」
(
『
近
代
中
図
研
究
』
第

二
務
、
一
九
五
八
年
)
参
照
。

(
日
)
『
通
志
稿
』
巻
三

O
田
賦
五
、
差
街
。
王
奈
は
臨
空
の
原
因
の
一
つ

に
騨
結
業
務
を
司
ど
る
騨
丞
の
廃
止
を
翠
げ
て
い
る
が
、
関
係
州
感
地

方
志
中
で
は
清
初
か
ら
騨
丞
臓
の
設
置
を
確
認
で
き
な
い
。

(
M
〉
嘉
慶
『
大
清
曾
典
事
例
』
各
一
四
一
。

(
日
)
光
緒
『
叢
国
間
紳
士
山
』
巻
七
回
賦
。

(
日
〉
星
斌
夫
氏
は
、
乾
隆
末
頃
壌
姑
制
度
は
破
綻
の
様
相
を
萌
し
は
じ
め

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
(
前
註
(
1
〉
星
論
文
二
三
頁
)
。
ま
た
前
註

(

4

)

渡
迭
論
文
参
照
。

(
げ
〉
山
根
幸
夫
『
明
代
筏
役
制
度
の
展
開
』

(
東
京
女
子
大
祭
皐
舎
、
一

九
六
六
年
〉
一
六
五
頁
以
下
。

(
児
〉
安
部
健
夫
「
耗
羨
提
解
の
研
究
」
(
同
氏
著
『
清
代
史
の
研
究
』
所

牧
、
創
文
社
、
一
九
七
一
年
)
五
四
二
頁
。

(
印
)
前
註
(
臼
)
『
逼
士
山
稿
』
、
前
出
光
緒
『
大
姦
懸
績
士
山
』
各
五
回
賦
志
、

差
街
、
宣
統
『
淫
陽
師
紳
士
山
』
巻
三
差
倍
。

(
却
)
焚
櫓
群
『
焚
山
批
剣
』
巻
一
。
た
だ
し
光
緒
一

0
年
代
の
記
録
。

(
幻
〉
威
盟
『
朝
邑
懸
志
例
』
補
記
に
、
「
吏
役
輿
運
頭
交
通
、
欺
官
以
歎

民
」
と
あ
る
。

(
幻
〉
前
註
(
日
)
『
遁
士
山
稿
』
、
光
緒
『
新
績
凋
南
蘇
士
山
』
各
五
、

差
待
。

ハ
幻
)
光
緒
『
蒲
城
蘇
新
士
山
』
巻
三
、
差
催
。
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光
絡
『
岐
山
師
紳
士
官
巻
五
官
師
、

お
よ
び

(

M

)

前
註
(
日
)
『
通
志
一
楠
』
、

同
書
巻
七
人
物
。

(
お
)
前
註
(
日
〉
に
同
じ
。

(
m
m
〉
民
園
『
重
修
威
陽
腕
紳
士
山
』
径
二
、
局
所
。

(
幻
〉
以
下
、
前
掲
『
新
定
章
程
』
各
州
懸
章
程
に
操
る
。
こ
の
時
期
の
局

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
夏
井
春
喜

「
洋
務
運
動
時
期
税
政
奪
位
制
の
再

編
|
|
掃
枚
奪
の
意
味
す
る
も
の
|
|
」
(
『中
園
近
代
史
研
究
舎
通

信
』
第
三
抗
、
一
九
七
六
年
)
参
照
。

(
お
)
「
邑
紳
」
と
局
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
村
容
子
「
清
末
四
川
省
に

お
け
る
局
土
の
歴
史
的
性
格
」
(
『東
洋
皐
報
』
第
六
四
巻
第
三
・
四
合

併
鋭
、
一
九
八
三
年
)
参
照
。
ま
た
、
西
川
正
夫
「
辛
亥
革
命
期
に
お

け
る
郷
紳
の
動
向
|
|
四
川
省
南
渓
懸
|
|
」
(
『
金
津
大
準
法
文
摩
郡

論
集
』
史
皐
第
二
三
鋭
、
一
九
七
六
年
〉
に
は
民
園
『
逮
懸
士
官
に
み

え
る
「
局
所
」
に
関
す
る
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(
m
m
〉
以
上
、
『
新
定
章
程
』
各
州
懸
章
程
に
錬
る
。

(ω
〉
王
宏
志
『
左
宗
裳
卒
西
北
回
飢
糧
例
之
鋳
劃
輿
制
時
運
研
究
』
(
華
北
・

正
中
害
局
、
一
九
七
二
年
、

一T
貝
)
に
快
西
省
に
駐
留
し
た
軍
隊
五
十

徐
脇
田
と
あ
る
。

(但〉

『
通
志
稿
』
巻
一
一
六

・
二
七
、
田
賦
一
・
一
一
。

(
日
記
)
光
絡

『
三
一原
鯨
新
士
山
』
各
八
、
雑
記
、

〈
同
治
二
年
知
懸
余
庚
陽
呈

文
〉
。

(
お
)
前
註
(
日
)
に
同
じ
。

(
鈍
)
前
註
(
臼
〉
『
逼
志
稿
』
、
『
清
史
稿
』
径
四
六

O
、
劉
典
停
、
お
よ
び

奈
冠
洛
編
著
『
清
代
七
百
名
人
俸
』
中
朋
(
北
京
、
一
九
八
四
年
影

印
)
等
に
接
る
。

(
お
)
『
新
定
章
程
』
朝
邑
豚
章
程
。

(
お
〉
前
註
(
日
〉
に
同
じ
。

(
幻
)
こ
れ
よ
り
前
、
同
年
六
月
一

O
日
附
の
「
陳
復
迭
防
現
在
布
置
情
形

弁
繁
墾
荒
折
」
に
お
い
て
、
劉
典
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

査
禍
凱
之
興
、
大
半
由
子
食
吏
。
而
快
省
民
力
之
喝
、
苦
在
差
催
。

役
車
載
道
、
機
波
頻
の
、
官
吏
借
此
閉
鎖
、
書
役
従
而
需
索
。

脂
脊

喝
失
、
追
呼
如
故
。
(
『劉
果
敏
公
奏
稿
』
巻
九
、
前
掲
『
中
図
近
代

農
業
史
資
料
』
第
一
瞬
、
三
八
一
頁
よ
り
重
引
)
。

(
お
)
前
註
(
日
)
に
同
じ
。
ま
た
穆
宗
貫
録
巻
二
七
二
、
同
治
八
年
一
二
月

庚
子
篠
参
照
。
本
奏
摺
で
劉
典
は
、

差世間
の
弊
害
と
並
べ
て
卒
徐

(地

丁
銭
糧
の
正
銀
、
耗
羨
銀
の
外
に
加
渡
さ
れ
た
銀
の
こ
と
〉
の
そ
れ
を

設
き
、
か
つ
差
衝
と
同
様
に
「
卒
徐
は
減
ら
す
べ
き
も
、
悉
く
革
め
る

こ
と
擬
難
た
り
」
と
す
る
。
一
中
徐
は
差
径
と
と
も
に
侠
西
省
地
方
行
政

の
重
要
な
財
源
で
あ
る
が
、
今
回
は
繁
を
避
け
て
考
察
の
封
象
か
ら
は

ず
し
た
。

(
ぬ
)
何
漢
威
『
光
絡
初
年
(
一
八
七
六

l
一
八
七
九
〉
華
北
的
大
皐
災
』

(
香
港
、
一
九
七
八
年
〉
参
照
。

(
品
別
)
前
註
(
日
)
に
同
じ
。

(
日
山
〉
前
註
(
日
)
に
同
じ
。
な
お
、
朱
欝
朋
撰

『
光
緒
朝
東
華
録
』

(
一
九

五
八
年
北
京
・
中
華
書
局
本
、
徳
七
五
九

i
七
六
二
)
光
絡
五
年
六
月

笑
卯
僚
は
同
文
。

(
必
〉
前
註
(
H
U
)

の
『
光
緒
朝
東
華
録
』
に
同
じ
。

(
必
)
前
註
(
臼
)
に
同
じ
。

(
川
相
〉
前
註
(
5
〉
の
『
新
定
険
西
省
差
径
局
章
程
』
(
略
稽
『
新
定
章
程』
)

が
そ
れ
で
あ
る
。
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〈
必
〉
郷
州
章
程
に
み
え
る
差
箔
局
の
組
織
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一閣
下

I

l

l

-

-

l

i

l

i

-

-

一
一
線
紳
(
一
名
)
|
管
賑
〈
二
名
)
」l
(

一
名
)
「
管
総
局
賑
目
」

一
「
専
管
線
局
枚
支
」

「
(
一
名
)
「
記
分
三
局
賑
目
、
毎

一

月
由
官
清
算
一
衣
」

一分民団
一

一

一
紳
士
(
各
一
名
)
|
局
勇
(
一
一
一
名
)
」l
(
三
名
〉
「
支
差
」

一

一

「
分
管
三
局
差
銭
枚
支
」

「
(
九
名
)
「
催
蚊
九
里
差
銭
」

一

(
必
)
『
新
定
章
程
』
各
州
蘇
章
程
、
『
通
志
稿
』
倉
一
一
一

O
(回
賦
五
差

筏
)
お
よ
び
『
侠
西
全
省
財
政
説
明
書
』
歳
入
部
協
各
款
及
田
賦
類

に
擦
っ
た
。

〈
円
引
)
幹
道
に
位
置
し
て
い
な
い
が
、
里
数
の
少
な
い
同
官
蘇
(
六
盟
主
〉
の

差
銭
は
次
の
よ
う
に
愛
化
〈
減
少
)
し
た
。
ハ
『
新
定
章
程
』
同
官
蘇
章

程
に
嬢
る
。
)

光
緒
六
年
定
章

毎
石
二
六

0
0
1二
七

O
O文

(
毎
雨
一
七
一
一
一

J
一
七
七
六
文
〉

毎
石
一
七

O
O文

(
毎
爾
一
一
一
八
文
)

↑
 

毎
石
一
四

O
O文

(
毎
雨
九
六
一
文
)
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毎
石
一

O
O
O文

(
毎
雨
六
六
六
文
)

↑
 

光
緒
十
年
定
章
毎
雨
四
六
六
文

(
川
崎

xoxmx
m)
前
註
(
日
)
に
同
じ
。

(
臼
)
民
園
『
大
慈
豚
新
士
山
存
稿
』
各
五
賦
税
志
田
賦
。
同
書
に
接
る
と
清

末
大
慈
懸
の
田
賦
附
加
税
と
し
て
は
衣
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
毎

正
銀
一
一
同
の
額
と
使
途
、
途
付
先
を
附
記
す
る
。

耗

羨

銀

一

銭

五

分

解

藩

庫

賠

款

差

箔

銀

四

銭

即

庚

子

賂

款

三
銭
解
藩
庫
、

一
銭
留
蘇
供
兵
差
支
用
名
目

留
支
差
筏
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(

臼

)

(臼〉

飯

費

銀

一

厘

五

乏

}

卒

費

銀

四

分

六

厘

}

新

卒

銀

四

厘

三

事

七

総

}

卒

徐

銀

二

銭

二

分

六

厘

豚

正

堂

俸

津

極
書
津
貼
銀
三
分
三
厘
八
百
唱
九
紙
牧
綬
人
員
津
貼

火

耗

銀

二

分

鐙

銀

消

耗

民
園
『
威
寧
長
安
南
麻
績
士
山
』
巻
六
回
賦
考
。

『
侠
西
全
省
財
政
説
明
書
』
歳
入
部
、
雑
揖
類
。

三
項
係
審
司
陥
規

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
六

0
年
度
文
部
省
科
察
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
総

合
研
究
(

A

)

「
中
園
史
に
お
け
る
中
央
政
治
と
地
方
祉
曾
」
の
分
捲
研
究

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



Ａ STUDY ON THE CHAI･YAO 差癌ＩＮSHANXI PROVINCE

　　　　　　　

DURING THE LATE QING PERIOD

　　　　　　　　　　　　　

Kataoka Kazutada

　　　

Through the area around the confluence　of the Yellow River and

ｔｈｅべA^eiRiver runs the main road connecting Beijing with the provinces

to the northwest and southwest and the relay stations there were incessantly

made use of. In order to cover the insufficiencies of the funds allotted

to the relay stations, Corvee (chai-yao差届）ｗａs imposed on the populace.

Chai-yao changed from being actual labour service in the beginning of

the Qing to being ａ money payment based on size of land holdings from

the end of the Qianlong 乾隆era, and the area of application was enlarged

from chai-yao performed for the military 兵差to chai-yao performed for

ｏ伍cials

　

generally流差and

　

local ｏ伍cial duties. Chai-yao was, in the

context of their relatively unfleχible五nancial situation, one of the imposts

over which commanderies and counties had ａ high degree of discretionary

powers, where the central and provincial authorities interferred littleand

the yamen and village clerks were able to “squeeze” the funds conside-

rably. Through the ｏ伍ce of head of the chai-yao bureau the participation

of the gentry was made possible. The provincial authorities put on the

brakes to the limitless expansion of the chai-yao demanded. The enact･

ment of chai-yao regulations on provincial scale and the enforcement of

reductions in the amount of chai-yao tａχdemanded meant that chai-yao

was placed under the supervision of the provincial authorities. When the

Qing court in 1900 assigned contributions to pay the reparations after the

Boxer

　

Incident, the provincial authorities responded by demanding the

payment of chai-yao tａχin silver, thus in effect raising the tａχ.

１


